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研究要旨 

 稀少疾患は、症例が少ないが故に疾患概念を構築することが難しい。わが国においては平成

13年度より全国規模で稀少疾患に関する患者情報を登録する特定疾患調査解析システムより症

例の集積が行われてきた。本研究においては、特定疾患治療研究事業対象疾患のうち、腎機能

を障害する疾患を取り上げ、初診時における臨床所見と検査所見から慢性化の可否との推計が

人工知能で可能となるかについて検証を試みた。今年度においては、腎臓疾患については、デ

ータベースの構築を行い、慢性化の指標を明らかにしたところである。 

Ａ．研究目的 

稀少疾患は、症例が少ないが故に疾患概念を構

築することが難しい。わが国においては平成13

年度より全国規模で稀少疾患に関する患者情報を

登録する特定疾患調査解析システムより症例の集

積が行われてきた。本研究においては、特定疾患

治療研究事業対象疾患のうち、腎機能を障害する

疾患を取り上げ、初診時における臨床所見と検査

所見から慢性化の可否との推計が人工知能で可能

となるかについて検証を試みた。今年度において

は、腎臓疾患については、データベースの構築を

行い、慢性化の指標を明らかにしたところであ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

B.1 研究計画 

初年度においては、厚生労働省における特定疾患

治療研究事業によって収集されたデータベースを

活用し、腎臓疾患の病態把握に向けたミニマムデ

ータセットを作成する。また、ミニマムデータセ

ットを用いた腎臓領域における症例データベース

の構築を行う。 

２年目においては、初年度における機械学習の結

果を踏まえ、腎臓疾患に対するミニマムデータセ

ットを構築する。順天堂大学革新的医療技術開発

研究センターにおいて機械学習による診断アルゴ

リズムの検証を行う。 

３年目においては、２年次に設計した腎臓疾患の

診断プログラムの改修と検証を行う。また、順天

堂大学革新的医療技術開発研究センターにおいて

ミニマムデータセット、診断プログラムの実装を

行う。 

 

B.2 研究資料 

研究資料については、厚生労働省に登録された特

定疾患治療研究事業・臨床調査個人票データベー

スを活用する。なお、当該データの利用について

は、厚生労働省健康局難病課より利用承認を得て

いる（健疾発0708第1号。平成22年7月8

日）。 

（倫理面への配慮） 

疫学研究に関する倫理指針を踏まえ、各機関にお

いて承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

腎臓分野については、特定疾患調査解析システム

よりループス腎炎の定義を満たす1,905例（18

歳未満130例、18歳以上の大人1,775例）を抽

出し、データセットとして、性別、登録時・発症

時の年齢、臨床症状、検査所見（尿タンパク、赤

血球尿、顆粒円柱、血清Cr値）、治療状況、合併

症を選択した。 

 

 

 



 
 

12

Ｄ．考察  

 腎臓に関しては、神経難病と異なり、診断その

ものを機械学習するのではなく、長期的な予後観

察（本研究では観察期間は最大3年間）で人工透

析に至った症例を1として、状況が維持されてい

るものをその他0として機械学習にかけること

で、重症化するケース、そうでないケースを予測

することが可能となる。 

 

Ｅ．結論 

稀少疾患は、症例が少ないが故に疾患概念を構築

することが難しい。このため、わが国においては

平成13年度より全国規模で稀少疾患に関する患

者情報を登録する特定疾患調査解析システムより

症例の集積が行われてきたところである。そこ

で、本研究においては、これらデータベースを用

いて人工知能による機械学習を試みることで、症

例数が少なく、臨床所見、画像診断、遺伝子診断

を総合的に組み合わせることで正確な予後予測が

得られる。腎臓疾患については、初診時における

臨床所見と検査所見から重症化の可否との推計が

人工知能で可能となるかについて検証を試みた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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2.  学会発表 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

なし 

 

2. 実用新案登録 

なし 

 

3. その他 

なし 
 


